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広島大学国際センター 

広島大学短期交換留学（HUSA）プログラム 派遣留学報告書 

  記入日 平成 27 年 01月 27日 

所属学部・研究科 文学研究科   １年次（留学開始時点） 

留 学 先 大 学 ハワイ大学 マノア校（国名： アメリカ合衆国           ） 

所属学部・学科等名 Second Language Studies  

在 籍 身 分 Exchange  

留 学 期 間 平成  26 年  08 月 26 日～ 平成 26 年  12 月 19 日 

１．渡航について 

ビ ザ に つ い て 

 

ビザの種類： J-1 

ビザ申請先： アメリカ大使館 

取得方法，提出書類：DS-2019,SEVIS, 大学受入れ許可証  

 

手続きに要した日数：１０日程度 

そ の 他 必 要 な 

事 前 手 続 き 

住居申請、予防接種 

出 国 年 月 日 平成  26年  08月  18日 

経 路 
福岡空港―仁川空港―ホノルル空港  

現 地 で の 出 迎 え ︎無 

到着後オリエンテーシ

ョンの実施状況・ 

期間・内容 

留学生全体オリエンテーション、学部生、大学院生オリエンテーション、ウェルカ

ムパーティ、その他歓迎イベントあり。  

 

帰 国 年 月 日 平成  26年  12月  30日 

経 路 ホノルル空港—仁川空港ー福岡空港 

２．留学経費について 

所

要

経

費 

総額  ９４万円 

内訳 

渡航費  １３万円 

保険料  ５万円 

教科書代(学費)  １万円 

宿舎費  ３５万円 

食費      ２５万円 

その他（     雑費）  １５万円 
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３．授業について 

2014 年   

秋 

学期 

         8月    26日   ～      12月     19日 

年   学期          月    日   ～      月     日 

年   学期  月    日   ～      月     日 

年   学期          月    日   ～      月     日 

授業の概要について

（カリキュラム，プロ

グラム等） 

週2回(1時間15分)または3回(50分)の授業を1学期4か月間。  

 

単位互換希望の有無 

 

□無 

 

学術面に関する後輩

へのアドバイス 

授業に貢献したいなら積極的に発言すべし。黙っているだけでは誰も助けてはくれま

せん。 

４．生活等について 

（１）留学先の住居について 

住居の種類 □大学の寮  ◼︎アパート  □ホームステイ  □その他（     ） 

住居の広さ 約      ２０ ㎡  同居人の有無 □有（   人） ◼︎無 

住居に附属する設備 ◼︎電気  ◼︎ガス  ◼︎水道  □給湯  ◼︎シャワー  □風呂 

◼︎水洗便所  □暖房  □冷房  ◼︎台所  ◼︎食堂  ◼︎固定電話 

◼︎インターネット  □その他（                     ） 

住居費 １ヶ月当たり  630ドル (現地通貨) 約     ６万 5 千 

円 

住居を決定した方法 □留学先大学の紹介  ◼︎友人・知人の紹介  □不動産業者 

□その他（             ） 

留学先での住居全般

に関するアドバイス 

ルームシェアはギャンブル性が高いので、共同生活に慣れていない人は一人部屋を選ん

だほうが良いと思います。 

（２）医療について 
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１日以上入院を要す

る病気・怪我等を 

□した    ◼︎しなかった 

入院した場合 により         日入院 

留学に当たり保険を ◼︎掛けた   □掛けなかった 

 掛けた場合 ◼︎日本  □留学先国  □その他（          ） 

掛け金は   年間         ５万円 

補償額 死亡     一千万円，入院１日       円 

その他（              ） 

留学前後での予防接

種の必要の有無 

◼︎有   □無 

有の場合，その種類，

回数，費用，受けた医

療機関名 

TB(ハワイ大学、1 回)  

 

日常的な健康につい

て不安が 

□あった  ◼︎なかった 

あった場合その理由： 

留学先国の医療事情 

（日本と比較して） 

医療費が高い。 

留学先での健康管理，

衛生面について特に

注意すべきこと 

豚肉はみなあまり食べないようにしていました。 

（３）危険を感じた地域，状況 

なし。 

（４）その他生活等に関して参考となる事項 

公共交通機関は発達していません。 

公共バスも信頼はできません。日本と同じようには考えないほうが良いです。 
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５．帰国後の進路について 

卒業予定年月 平成   28年  3月  （当初の卒業予定年月    平成   28年   3

月） 

卒業が遅れる見込み

の場合，その理由 

□４年次に留学したため  □単位不足のため □新卒で卒業するため 

□その他（具体的に                          ） 

現在の状況および今

後の予定・進路等 

教員採用試験受験、修論提出 

卒業後、地元で高校英語教員になる予定 

就職活動や留学前の

単位取得，教育実習等

についての工夫 

特になし。 

 

 

６．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等 

書籍，サイト名 詳細（出版社，URL等） コメント 

   

   

   

７．自由記述（後輩へのアドバイス等） 

① 学習の概要に関するレポート。 

 自分はハワイ大学マノア校に約４ヶ月半留学していました。ここではその学習の成果と自分なりの見解に

ついて記述したいと思います。 

ハワイ大学では秋学期に大学での専攻出会った Second Language Studies を４つ( Second Language 

Learning, Second Language Teaching, Language &Globalization, Teaching Techniques in Listening & 

Speaking)、ELIのクラスを１つ( Listening &Speaking)受講しました。自分は本来大学院に所属している

ため、大学院の授業を取ることもできたのですが、広島大学では本来英語学を専攻としており、この分野に

たいする専門知識がまだ浅かったため、学部生の授業を取ることに決めました。自分は秋学期のみでしたが、

春学期も滞在する人は慣れてきたらもっと難しい授業に挑戦すると良いと思います。大学に到着してから

TOEFL IBT 100, IELTS 7.0以下の学生はプレイスメントテストを受けることが義務付けてられており、こ

こである程度結果を残さないとESSとELIの授業を取ることになります。そのためこの英語の補講の授業

を取らないといけないことにより、自分の取りたい授業が取れないという状況になるので留学前からしっか

りと英語力をつけておくことをお勧めします。自分は英語の補講を取らなくてもよかったのですが、自分の

speakingと listeningに自信がなかったため、このクラスを取ることに決めましたが、授業内容は自分の根

本的な英語力を伸ばすというより、大学の授業についていくためのskillやtechniqueに重点が置かれおり、

他の専門の授業と比べてもかなり簡単なためあまり助けになったとは感じませんでした。英語の補講を取ら

なくても良いならもう一個専門の授業を取ったほうが英語力は鍛えられると思います。しかしこのクラスは
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留学生や移民で構成されているため、専門の授業に比べて発言しやすいというメリットもあると思います。

専門の授業ではSecond Language Studiesについて基本的な内容を体系的に学習することができました。

とにかくプレゼンテーション、ディスカッションが多い為予習なしでは無駄に授業時間が過ぎていくだけで

す。ただでさえネィティブの早い英語に対応しながら、それに対して意見を述べていくというには大変です

が、このプログラムが終わったころには達成感を感じることができると思います。予習のリーディングは確

かに多いですが、計画的に進めていけば徹夜をするという状況などには追い込まれないと思いますし、眠い

状態で授業に挑んでもおそらく何の貢献もできないので、あまりに量が多い時にはスキミングで概要を掴む

程度でも大丈夫だと思います。自分は課題やテストよりも授業への貢献度を重視していました。クラスの先

生方も留学生には慣れており、丁寧に優しく対応してくださいます。質問や不安があるときには、積極的に

オフィスアワーを利用するのも良いと思います。おそらくはじめは慣れないことばかりで大変なこともある

でしょうが、授業についていけるだけの英語力はしっかりとやっていれば自然についてくれると思います。

それよりも助けが欲しい時は助けを求める、わからない時はわからないと言うことのほうがはるかに大切で

す。黙っているだけでは相手はわかってくれません。恥ずかしさ、プライドを捨てて授業に挑んでください。

助けを求めた時には、必ず誰かが手を差し伸べてくれます。 

 最後にこのようなこれほどまでに学問に勤しめる機会を与えてくれた HUSA プログラムの関係者の

方々、留学金の支援をしてくれたJASSO日本学生支援機構の方々に心より感謝をしたいと思います。 

 

② 生活の概要に関するレポート 

食 

 食に関してはさすが様々な文化が共存するだけあって様々な国の料理が楽します。日本食、韓国料理、ハ

ワイ料理、タイ料理など機会があれば様々なものに挑戦すると良いと思います。ミールプランは個人的には

お勧めしません。毎日バイキングはさすがに飽きると思うので。たくさん食べたい方には向いているのかも

しれません。おいしいものはたくさんあるのですが、基本的に物価が高くチップもあるので、休日以外は,

外食はあまりできないと思います。スーパーマーケットはFoodland, Safeway, Times やドンキホーテなど

がありますが、もし長期で滞在するのならSam’s clubの会員になるのもありだと思います。会員費がかか

りますが、ここはwholesaleなので他のスーパーに比べて値段はかなり安いです。場所がアラモアナ近くに

あるのも魅力的です。 
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住居 

    自分は大学から自転車で10~15分のところにあるShinsyu Kyokaiという場所に住んでいました。部

屋は綺麗とは言えないですが、一人部屋をもてて月630ドルは安いほうだと思います。（ワイキキに住むと

なると 900~1000ドルかかります。）食堂やリビングルームなどあるので、住んでいる友達と一緒にご飯を

食べたり、だべったり、パーティをしたりとここでできた友人はかなりかけがえのないものとなりました。

いろんな人種の人がいたのも魅力の一つです。立地もドンキホーテやアラモアナに近いので良いと思いま

す。ただ部屋の汚さや車の大通りに近いことから日本人女性には全く人気はありませんでした。 

 友人 

どんな友人を持つかがこの留学生活を左右するといっても過言ではありません。個人的には授業で友達を作

ることはなかなか難しいかもしれません（もちろん何人かはできます。）。というのは授業ごとの合間の時間

が10分しかなく次のクラスの教室からかなり離れていたため、授業が終わってもクラスの人としゃべる時

間がなかったためです。アメリカ人の友人に聞いてもクラスで友人を作るのは難しいとのことでした。僕は

基本的には同じ寮の友人と交換留学生で仲良くなった人と一緒に遊んでいました。日本人は日本人同士で固

まるのを避けていたと思いますが、以外と他の国の人は他の国同士で固まります。もっと言えば、アジア人

はアジア人で、白人は白人で固まるという構図（同じアメリカ人であっても）が大学内でできています。僕

のオランダ人の友達は、アジア人同士で固まるグループに対して、「なんでmixしないのか。」「彼らはracist

だ。」と言い、トラブルが起こることも多々ありました。このようにアメリカに来て普段日本では考えられ

ない人種の差を痛感し、残念にも思いました。僕は寮にいろんな国の人が住んでいたので、多くの異なった

意見や考え方を知り、グローバルコンピテンシーはかなり鍛えられたと思います。日本人留学生は韓国、台

湾、香港の人と友達になる人が多いと思いますが（考え方が似ているため）、せっかく留学しているのです

からアジア人だけでなくいろんな国の人と触れ合うことをお勧めします。 

 

余暇活動 

 基本的には月〜金は予習と宿題に追われ、図書館で過ごすことが多かったですが、週末は友達と遊ぶこと

ができました。海に行ってバーベキューをしたり、ハイキングをしたり、夜には寮やバーでお酒を飲んだり

ととても充実していたと思います。スノーケリングをしたい人は今流行りの水中カメラを買っとくと良いで

しょう。自然が豊かなハワイなので、多くのビーチや山に行くことをお勧めします。冬休みなどにはハワイ

島やマウイ島に行くと、オアフ島とはまた違った大自然に出会えるかと思います。余裕があれば、本国への


